
第２学年  教科横断的な学習（理科・技術分野・総合的な学習の時間）学習指導案  

指導者  真木  大輔，薬師神  吉啓  他  

１  日時（場所）  12 月１日（水）  11:50～ 12： 40（２年各教室，第２理科室）  

 

２  単元設計（単元名：テクノロジーを活用した災害の課題解決）  

⑴  本単元で育成したい自立と共生の力  

○よりよい社会や自分の姿を思い描く力  

○問題の解決に向け，自ら考え，見通しを持って行動する力  

○自分の気持ちや考えを表現し，伝える力  

⑵  単元目標  

 知識及び技能  思考力，判断力，表現力等  学びに向かう力，人間性等  

理科  

○ 日 常 生 活 や 社 会 と 関 連 付 け な

が ら ， テ ク ノ ロ ジ ー の 基 本 的

な 概 念 や 原 理 ・ 法 則 な ど を 理

解 す る と と も に ， 科 学 的 に 探

究 す る た め に 必 要 な 基 本 的 な

技 能 を 身 に 付 け る こ と が で き

る 。  

〇 テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 し た 災 害

の 課 題 解 決 に つ い て ， 見 通 し

を 持 っ て 探 究 的 な 学 習 を 行

い ， そ の 結 果 を 分 析 し て 解 釈

し ， 特 徴 ， 規 則 性 ， 関 係 性 を

見 い だ し て 表 現 す る こ と が で

き る 。  

○ テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 し た 災 害

の 課 題 解 決 に 関 す る 探 究 的 な

学 習 を 通 し て ， 科 学 的 に 探 究

し よ う と す る 態 度 ， 生 命 を 尊

重 し ， 自 然 環 境 の 保 全 に 寄 与

す る 態 度 を 養 お う と す る 。  

技 術 ・ 家 庭 科  

（ 技 術 分 野 ）  

〇 日 常 生 活 や 社 会 と 関 連 付 け た

課 題 を 設 定 し ， そ れ を 解 決 す

る た め の 動 作 を ， テ ク ノ ロ ジ

ー を 用 い て 考 え ， 正 し く フ ロ

ー チ ャ ー ト を 作 成 す る こ と が

で き る 。  

〇 テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 し た 災 害

の 課 題 解 決 を す る フ ロ ー チ ャ

ー ト を も と に ， 力 学 的 な 機 構

等 を 考 慮 し た ロ ボ ッ ト の 構 想

を す る こ と が で き ， そ れ を 表

現 す る こ と が で き る 。  

〇 製 作 活 動 を 通 し て ， よ り よ い

生 活 の 実 現 に 向 け て ， 適 切 か

つ 誠 実 に 技 術 を 工 夫 し 創 造 し

よ う と す る 実 践 的 な 態 度 を 養

お う と す る 。  

総 合的 な  

学 習の時 間  

〇 「 持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 」 の

視 点 に 立 っ た 探 究 的 な 学 習 の

過 程 に お い て ， 課 題 解 決 に 必

要 な 知 識 及 び 技 能 を 身 に 付

け ， 課 題 に 関 わ る 概 念 を 形 成

し ， 探 究 的 な 学 習 の 良 さ を 理

解 で き る 。  

〇 実 社 会 や 実 生 活 の 中 か ら 「 持

続 可 能 な 社 会 の 実 現 」 の た め

に 何 が 問 題 で 何 が で き る の か

と い う 視 点 で 問 い を 出 し ， 自

分 で 課 題 を 立 て ， 情 報 を 集

め ， 整 理 ・ 分 析 し て ， ま と

め ・ 表 現 す る こ と が で き る 。  

〇 探 究 的 な 学 習 に 主 体 的 ・ 協 働

的 に 取 り 組 む と と も に ， 互 い

の よ さ を 生 か し な が ら ， 地 域

や 社 会 と つ な が り ． 積 極 的 に

社 会 に 参 画 し よ う と す る 態 度

を 養 う 。  

⑶  重点目標  

＜本質的な問い＞  

災害への課題解決に向けて，テクノロジーで解決できることは何だろう。  

＜永続的な理解＞  

私たちの住んでいる松山市は，50 年以内に南海トラフ地震が起きると想定されている地域で

ある。また，近年 10 年に１度と言われる規模の災害が，毎年のように起こっている。今，一人

一人が防災・減災の意識を高め，そのための活動に取り組むことが重要になっている。現在，

防災（減災）には，がれきの撤去・運搬などを行う無人建機，移動用電源として活用できる電

気自動車，災害に関する SNS 上の膨大な情報（ビッグデータ）をリアルタイムに解析・可視化

するシステムなど様々なテクノロジーが活用されている。AI や IoT などの急速な技術の進展に

より社会が激しく変化し，多様な課題が生じている今日において，各教科等の学びの様々な情

報を活用しながら，新たなテクノロジー開発やアイデア（付加価値）の創造が必要である。  

⑷  単元の評価規準  

 知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

理 科  

〇 日 常 生 活 や 社 会 と 関 連 付 け な

が ら ， テ ク ノ ロ ジ ー の 基 本 的

な 概 念 や 原 理 ・ 法 則 な ど を 理

解 す る と と も に ， 科 学 的 に 探

究 す る た め に 必 要 な 基 本 的 な

技 能 を 身 に 付 け て い る 。  

〇 テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 し た 災 害

の 課 題 解 決 に つ い て ， 見 通 し

を 持 っ て 探 究 的 な 学 習 を 行

い ， そ の 結 果 を 分 析 し て 解 釈

し ，特 徴 ，規 則 性 ，関 係 性 を 見

い だ し て 表 現 し て い る 。  

〇 テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 し た 災 害

の 課 題 解 決 に 関 す る 探 究 的 な

学 習 を 通 し て ， 科 学 的 に 探 究

し よ う と し て い る 。  



技 術 ・ 家 庭 科  

（ 技 術 分 野 ）  

〇 日 常 生 活 や 社 会 と 関 連 付 け た

課 題 を 解 決 す る た め に ， 正 し

く フ ロ ー チ ャ ー ト を 制 作 す る

こ と が で き て い る 。  

〇 フ ロ ー チ ャ ー ト を も と に ， 力

学 的 な 機 構 等 を 考 慮 し た ロ ボ

ッ ト の 構 想 を す る こ と が で き

て い る 。  

〇 テ ク ノ ロ ジ ー を 通 じ て 災 害 の

課 題 解 決 を す る た め に こ れ ま

で の 学 習 を 振 り 返 り ， 技 術 を

工 夫 し よ う と し て い る 。  

総 合 的 な  

学 習 の 時 間  

〇 防 災 ・ 減 災 の 課 題 を テ ク ノ ロ

ジ ー に よ っ て 解 決 で き る こ と

を 理 解 し ， 多 様 な 他 者 と 多 面

的 に 議 論 す る こ と が で き て い

る 。   

〇 テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 し た 災 害

の 課 題 解 決 に つ い て ， 課 題 を

立 て ， 情 報 を 集 め ， 整 理 ・ 分

析 し て ， ま と め ・ 表 現 し て い

る 。  

〇 自 分 の 役 割 を 果 た し つ つ ， 多

様 な 他 者 と の 交 流 を 通 し て 議

論 を 深 め ， 自 分 自 身 の 強 み を

（ 個 性 ） を 生 か し て 積 極 的 に

社 会 に 関 わ ろ う と し て い る 。  

 

⑸  評価方法  

パフォーマンス課題  その他の評価方法  

あなたは，産業ロボット製作のプロジェクトチームの一員です。松山

市危機管理対策室から防災に役立つロボットのプロトタイプの製品の

依頼をされました。製品をチームで協力して完成させてください。また，

社外コンペの際は，自分たちなりのオリジナリティあふれるアイデア

（付加価値）をプレゼンしてください。  

○観察  

○調 査 活 動 で ま と め た 資 料  

○討論会での発表の様子  

○ ア ン ケ ー ト に お け る 評 価 ・ 記 述  

＜パフォーマンス課題についての予備的ルーブリック＞  

 知識・技能  思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度  

Ａ  

Ｂ 評 価 の 基 準 を 全 て 満 た し た 上 で ，科

学 的 根 拠 に 基 づ い た ，日 常 生 活 や 社 会 と

の つ な が り が 実 感 で き る 表 現 が 見 ら れ

る 。  

Ｂ 評 価 の 基 準 を 全 て 満 た し た 上 で ，複

数 の 視 点 か ら 調 べ た こ と を 比 較・関 連 さ

せ な が ら 整 理 し ，論 理 的 で 説 得 力 の あ る

表 現 が 見 ら れ る 。  

Ｂ 評 価 の 基 準 を 全 て 満 た し た 上 で ，課

題 を 自 分 ご と と し て 捉 え ，自 身 の 生 き 方

と の 関 わ り を 意 識 し た 発 言 や 記 述 が 見

ら れ る 。  

Ｂ  

テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 し た 災 害 の 課 題

解 決 に つ い て ， 基 本 的 な 概 念 や 原 理 ・ 法

則 に つ い て 理 解 し ，主 張 に 必 要 な 情 報 を

資 料 か ら 読 み 取 っ て ま と め て い る 。  

テ ク ノ ロ ジ ー を 活 用 し た 災 害 の 課 題

解 決 に つ い て ，理 科 や 技 術 な ど 各 教 科 の

学 び か ら 根 拠 を 挙 げ ， 自 分 の 考 え を 説

明 ， 論 述 し て い る 。  

自 分 の 考 え を 別 の 生 徒 に 伝 え る と と

も に ，別 の 生 徒 の 考 え を 取 り 入 れ て 自 分

の 考 え を 深 め よ う と し て い る 。  

 

Ｃ  

基 本 的 な 概 念 や 原 理 ・ 法 則 に つ い て 説

明 は あ っ た が ，必 要 な 事 柄 に 対 す る 説 明

が 十 分 さ れ て い な い 。  

自 分 の 考 え を 説 明 ， 論 述 し て い る が ，

特 徴 ，規 則 性 ，関 係 性 を 見 い だ せ て い な

い 。  

自 分 の 考 え を 伝 え ら れ な い ， ま た は ，

自 分 の 考 え に 別 の 生 徒 の 考 え を 取 り 入

れ よ う と し て い な い 。  

⑹  指導計画 (全５時間 ) 

時 間  教 科  ね ら い ・ 学 習活 動  重 点  記 録  評 価 規 準 （ 評価 方 法 ）  

１  理 科  

・ 理 科 の 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ ， 防 災 に は ど の よ う な 応

用 可 能 性 が あ る か 科 学 的 に 探 究 す る 。  

知  

思  

 

〇  

・ 調 査 資 料 を 分 析 し て 解 釈 し ， 規 則

性 ， 関 係 性 を 見 い だ し て 表 現 し て

い る 。（ LOPP）  

２  技 術  

・ 技 術 分 野 の 見 方 ・ 考 え 方 を 働 か せ ， 設 定 し た 課 題 を 解

決 す る ロ ボ ッ ト や 機 構 の 動 作 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 作 成

す る 。  

知  

思  

〇  ・ フ ロ ー チ ャ ー ト を も と に ， 力 学 的 な

機 構 等 を 考 慮 し た ロ ボ ッ ト の 構 想 を

す る こ と が で き て い る 。（ LOPP）  

３  総 合  

・ 外 部 講 師 を 招 い た エ キ ス パ ー ト 活 動 を 通 し て ， 防 災 ロ

ボ ッ ト の ア イ デ ア を 形 に す る 。  

知  

思  

 

〇  

 

 

・ 課 題 を テ ク ノ ロ ジ ー に よ っ て 解 決 で き る

こ と を 理 解 し ， 多 様 な 他 者 と 多 面 的 に 議

論 す る こ と が で き て い る 。（ LOPP）  

４  総 合  

・ ジ グ ソ ー 活 動 と し て ， エ キ ス パ ー ト 活 動 で 企 画 を 持 ち

寄 っ て 話 し 合 い ， 発 表 会 用 の 資 料 の 作 成 を 行 う 。  

思  

態  

〇  ・ 企 画 の 目 的 と ， 聞 き 手 の 立 場 に 立 ち 相 手

の 感 情 を も 想 像 し な が ら 表 現 を す る こ と

に 意 欲 的 に 取 り 組 ん で い る 。（ L OPP）  

５  総 合  

・ 発 表 会 を 通 し て プ レ ゼ ン 資 料 の 妥 当 性 に つ い て 再 検 討

す る 。  

知  

態  

〇  

〇  

・ 発 表 を 効 果 的 に ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ す る 方

法 を 実 践 し て い る 。（ LOPP）  

・ 自 分 自 身 の 強 み を 生 か し て 積 極 的 に 社 会

に 関 わ ろ う と し て い る 。（ LOPP）  

「重点」は，重点的に生徒の学習状況を見取る観点を示しており，観点の略称は以下の通り。  

知識・技能…「知」  思考・判断・表現…「思」  主体的に学習に取り組む態度…「態」  

重点としていない観点についても，生徒の学習状況を評価し，教師の指導改善や生徒の学習改善に生かす。  



３  本単元と研究主題との関わり  

⑴  生徒について  

生徒は，理科の時間にブレッドボードを使った回路学習を行っており，また，技術の時間に

は創造ロボットアイデアコンテストに向けて，グループでのロボット製作に取り組んでいる。

学習前の事前アンケート（第２学年全体で実施）では，「電気や電気を使った技術（プログラミ

ングを含む）を学ぶことは ,自分の生活に役立つと思う」という問いに対して，生徒の９割が肯

定的な回答をし，「電気を使った技術で，自分の身の回りの問題を解決してみたいと思う」とい

う問いに８割が肯定的な回答をしているなど，概ね電気学習に対する生徒の期待は高い。  

そこで本単元を通して，現代課題の問題を取り上げることで，その問題を自分ごととして捉

え，主体的に解決しようとする態度を養いたい。これらは，実社会・実生活の課題を探究し，

自己の生き方を問い続けるという総合的な学習の時間の目標にもつながるものと考える。  

⑵  単元について  

 新学習指導要領ではプログラミング教育や STEAM 教育が重要視されている。AI や IoT などの

急速な技術の進展により社会が激しく変化し，多様な課題が生じている現代社会の問題に対応

するには．これまでの教科の枠にとらわれず，各教科等の学びを基盤としつつ， 各教科での学

習を実社会での問題発見・解決に生かしていくための教科横断的な教育が重要視されている。

今単元では， STEAM 教育の中でも，理科における探究学習の過程，技術分野のプログラミング

教育に焦点をあて，単元構想を行った。  

 単元を通した問いとして，「災害への課題解決に向けて，テクノロジーで解決できることは何

だろう」ということをテーマに，既有の知識や経験に加え，収集した資料や外部講師のアドバ

イスなどを根拠にしながら公開オンラインコンペを実施する。その際，持続可能な社会の実現

を視野に自分の主張を明確にさせたい。また，この問題を自分ごととしてとらえ，これからの

社会づくりへの参画意識を高めていきたいと考える。  

⑶  「深い学び」の実現に向けた指導の工夫について  

ア  生徒主体による「学び合い」学習  

教師主導の知識注入・伝達型の一斉授業では ,生徒の理解度に ,個人差が生まれることがある。

そこで ,一人一人の特性に応じた学びを実現するために ,西川 (2019)  ※ １が提唱している「学び

合い」という手法を使う。学び合いとは ,教師が与えた課題や目標に対して ,生徒同士が教え合

うことなどによって ,全員が目標達成することを目指す活動で ,教師はファシリテーターに徹し ,

生徒同士の活動の中で学びが生まれる授業を設計する。学び合いがスムーズに進む手立てとし

て ,スタディ・ログ (学習記録データ )に基づいた教師の支援や ,「おしゃべり ,席立ち自由」の形

式で授業を行う。  

生徒同士のつながりを強め，意見交流が活発に行えるよう， ICT の特性である「多くの情報

を整理・分析，表現できる」「双方向でやり取りできる」等を生かした，タブレット端末と授業

支援アプリ「ロイロノート・スクール」を活用し，学習した内容を整理・分析しながら生徒同

士が考えを共有できるようにする。また，本実践ではビデオ会議システム「 Zoom」を利用して

オンライン発表会を行う。このことで，保護者を招いて学年一斉に発表を行うことが可能にな

った。また，外部講師として，愛媛大学のゼミ生からもアドバイスを受けながら学習を進める。

多様な「他者」と同時につながる良さを実感させたり，学習内容の深い理解につなげたりした

い。  

イ  PBL×STEAM 教育での教科横断的な探究学習  

日常生活や社会とのつながりが実感できる単元開発を行うために，溝上（ 2016）※ ２が提唱し

ているプロジェクト学習（ project based learnig， PBL）を行う。プロジェクト学習とは，実

世界に関する解決すべき複雑な問題に対して，仮説を立て，プロジェクトとして探究・検証し

ていく探究的な学習である。生徒の自己主導型の学習デザイン，教師のファシリテーションの

もと，問題や課題，仮説などの立て方，問題解決に関する思考力や協働学習等の能力や態度を

身に付ける。  

このプロジェクト学習のテーマに世界的な課題となっている SDGｓや STEAM 教育を組み合わ

せ，各教科（理科・技術等）の特性を生かした教科横断の単元構想を設計した。既有の知識や

経験，理科や技術など各教科の学びなど，様々な「つながり」を通して，生徒の自己主導型の

学習デザイン，教師のファシリテーションのもと，問題や課題，仮説などの立て方，問題解決

に関する思考力や協働学習等の能力や態度を身に付けることを目指す。  

  



４  理科の指導（１／５時間）  

⑴  主題  自然を生かした防災テクノロジーで商品企画を提案しよう。  

⑵  ねらい  

 暮らしの中に自然界の生き物の形状や動きを模倣した科学技術（バイオミミクリー）が様々

な形で応用されていることを理解し，防災にはどのような応用可能性があるか科学的に探究す

る。  

⑶  展開  

学習活動  

(形態 ) 
時 間  ○教員の働きかけ・予想される生徒の反応  

○指導の工夫  

◎評価規準（評価方法） 

１  単 元 全 体 の

見通しを持つ。 

 （一斉）  

 

 

 

 

 

 

２  防 災 ×テ ク

ノ ロ ジ ー の 現

状を知る。  

 （一斉） 

 

３  ロ ボ ッ ト で

の 課 題 解 決 イ

メ ー ジ を 考 え

る。（グループ） 

 

４  バ イ オ ミ ミ

ク リ ー に つ い

て知る。（一斉） 

 

５  ロ ボ ッ ト の

ア イ デ ア を 考

える。 （個人） 

 

 

 

 

 

 

６  企 画 の 共 有

と 意 見 交 換 を

行う。（グループ） 

 

 

 

７  本 時 の 振 り

返りを行う。       

（一斉） 

４  

 

 

 

 

 

 

 

 

６  

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

10 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  

 

 

 

 

 

５  

○単元全体の流れを説明する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

○災害に対応するロボットにはどのような

特徴があり，どんな技術が使われている

か確認しましょう。  

 

 

○防災の課題を解決するために，ロボット

をどのように用いることができるでしょ

うか？  

 

 

○これらの生物の“知恵”は実際にどんな

技術・製品に生かされているだろう？  

 

 

○防災ロボットに生物の特徴を生かすと，

ど の よう な 応用 可能性 が ある で しょ う

か？  

・ツバメの羽の形状をドローンに生かす。  

・アメンボの水を浮く機能を生かす。  

・ヒマワリの常に太陽を向く性質をソーラ

ーパネルに生かす。  

 

 

○個人でまとめた「企画」をグループで共

有しましょう。企画のよい点はどこか，

もう少し工夫した方が伝わりやすくなる

と思う点はどこか，意見を交換してくだ

さい。  

 

○自分の考えや グル ープの考えを整 理し  

本時の振り返りを行いましょう。  

 

 

○探究学習として，学習

の 進 行 を 生 徒に 任 せ

る こ と で 主 体性 の 育

ちを狙う。  

 

 

 

 

 

○ STEAM Library 提供の

コ ン テ ン ツ を使 う こ

とで，簡便に現代社会

の問題を把握させる。 

 

○グループでアイデア

を出すことで，多様な

見方・考え方に気づか

せる。  

 

○企業の製品を例に出

すことで，実社会や実

生 活 に 結 び 付い て い

ることを実感させる。 

◎ 課 題 と 解 決 イ メ ー ジ を 明

確にし，根拠に基づいて論

理的に説明している。  

（プレゼン資料）  

〇 ア イ デ ア が 思 い 浮 か ば な

い場合も，課題を変えてし

まうのではなく，解決方法

（ロボット）を複数考える

よう助言する。  

〇 グ ル ー プ 間 で 客 観 的 な

意見交換を行うことで，

イ メ ー ジ を ま と め て ア

イデアを具体化させる。 

 

 

◎本時の学びを振り返り，

要 点 を 明 ら か に し て 学

ん だ こ と を 表 現 し て い

る。（プレゼン資料）  

 

  

災害への課題解決に向けて，テクノロジーで解決できることは何だろう。  

パ フ ォ ー マ ン ス 課 題 ： あ な た は 、 産 業 ロ ボ ッ ト 製 作 の プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム の 一 員 で す 。 松 山 市 危 機 管 理 対 策 室 か ら 防 災 に 役 立 つ ロ

ボ ッ ト の プ ロ ト タ イ プ の 製 品 の 依 頼 を さ れ ま し た 。 製 品 を チ ー ム で 協 力 し て 完 成 さ せ て く だ さ い 。 ま た 、 社 外 コ ン ペ の 際 は 、 自 分

た ち な り の オ リ ジ ナ リ テ ィ あ ふ れ る ア イ デ ア （ 付 加 価 値 ） を プ レ ゼ ン し て く だ さ い 。  



５  技術・家庭科（技術分野）の指導（２／５時間）  

⑴  主題  災害で活躍できるロボットの動きの流れをフローチャートで表そう。  

⑵  ねらい  

○設定した課題を解決するロボットや機構の動作をフローチャートで構想できる。  

○フローチャートで動きを表すことの良さを理解し，活用しようとしている。  

⑶  展開  

学習内容（形態）  
時

間  

学習内容  指導の工夫と評価  

○指導の工夫  

◎評価規準（評価方法）  
分かる  考える  実行する  

１  フローチャートの

役割が分かる。  

(一斉 )  

 

２  フローチャートに

ついて説明する。  

(一斉 )  

３  身近な製品の動き

をフローチャートで

表す。    (一斉 )  

 

４  学習課題を確認す

る。     (一斉 )  

 

５  学習課題の例を示

す。     (一斉 )  

 

６  フローチャートで

表す目的の動作を決

める。    (個人 )  

 

７  目的の動作をフロ

ーチャートで表す。  

(個人 )  

 

８  意見交換を行う。  

(グループ )  

９  フローチャートを

改善する。  (個人 )  

10 学習のまとめ  

(全体 )  

５  

 

 

 

３  

 

 

２  

 

 

 

１  

 

 

３  

 

 

５  

 

 

 

10  

 

 

 

10  

 

６  

 

５  

 〇 製 品 の 動 き を 分 解 し て 整

理 す る 必 要 が あ る こ と に

気づかせるため，身近な機

器である製品（自動水栓）

を取り上げる。  

〇 フ ロ ー チ ャ ー ト の 実 社 会

で の 活 用 を 想 起 さ せ る た

め，主な記号を J IS（日本

工業規格）で確認する。  

 

 

〇 災 害 の 場 面 設 定 を 明 確 に

することで，ロボットに必

要 な 動 き を イ メ ー ジ さ せ

やすくする。  

 

 

◎ 設 定 し た 課 題 を 解 決 す る

ロ ボ ッ ト や 機 構 の 動 作 を

フ ロ ー チ ャ ー ト で 構 想 で

きる。    (ワ ー ク シ ー ト )  

 

 

 

◎フローチャートで動きを

表すことの良さを理解し

活用しようとしている。  

(ワ ー ク シ ー ト )  

 

  

な ぜ フ ロ ー チ ャ

ー ト を 考 え る こ

と が 必 要 な の か

が 分 か る 。  

情 報 処 理 の 手 順

を 示 す た め に 用

い る 記 号 等 を 確

認 す る 。  

必 要 な 動 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト を

表 す 。  

災害で活躍できるロボットの動きの流れを

フローチャートで表そう。  

フ ロ ー チ ャ ー ト を 見 せ 合 う こ と で

改 善 点 を 見 つ け る 。  

課 題 を 解 決 す る た め に ロ ボ ッ ト

の 仕 組 み や 動 作 を 考 え る 。  

フ ロ ー チ ャ ー ト

で 表 す 手 順 が 分

か る 。  

友 人 の 意 見 を 踏 ま え 、 フ ロ ー チ

ャ ー ト を 改 善 す る 。  

・ こ こ に ○ ○ を 入 れ た ほ う が い い

よ  

・ こ こ は な く て も い い ん じ ゃ な

い ？  

 

自 動 ド ア の フ ロ ー チ ャ ー ト を 考

え る 。  

本 時 の 振 り 返 り

を 行 う 。  



６  総合的な学習の時間の指導（３・４・５／５時間）  

⑴  主題  防災ロボットのアイデアをプレゼンしよう。  

⑵  ねらい  

○「持続可能な社会の実現」のために何が問題で何ができるのかという，自分で課題を立て，

情報を集め，整理・分析して，まとめ・表現することができる。  

○自分たちで防災テクノロジーについてオンラインコンペで提案することで，一人一人の防

災・減災の意識を高め、積極的に社会に参画しようとする。  

⑶  展開  

学習活動  

(形態 ) 
時 間  ○ 教 員 の 働 き か け  ・ 予 想 さ れ る 生 徒 の 反 応  

○指導の工夫  

◎評価基準（評価方法） 

１  課題を確認し

役割分担を決め

る。   (一斉 ) 

２  企画の共有と

意見交換を行

う。  (グ ル ー プ ）  

 

３  エキスパート

活動で企画を具

体化する。  

(エ キ ス パ ー ト 班 )  

10 

 

 

15 

 

 

 

25 

○防災ロボットのアイデアを実現するた

めの企画を立てよう。  

 

○企画の方向性とロボットの性能をグル

ープで決めよう。  

 

 

○エキスパート班に分かれて企画を具体

化していこう。  

【エキスパートグループ】  

Ａ：全体進行（全体調整・企画書）  

Ｂ：デザイン（構造やパーツ）  

Ｃ：設計（プログラミング・回路）  

Ｄ：市場調査（マーケティング）  

○よい企画を作るため

に ， 必 要 な ポイ ン ト

「目的の明確さ」「ア

イ デ ア の イ ンパ ク ト

や新規性」「アイデア

の実現可能性」を確認

する。  

○実社会や実生活に結

び 付 い て い るこ と を

実感させるために，専

門家（大学ゼミ生）と

の 相 談 し な がら 進 め

る。  

４  ジグソー活動

で企画を共有す

る。  (ジ グ ソ ー 班 ) 

 

５  クロストーク

で各ジグソー班

の企画について

意見交換する。  

(小 集 団 ) 

30 

 

 

 

20 

○エキスパート班で考えたことを説明し

た後，ジグソー班で協力しながら，コン

ペに向けてプレゼンの準備をしよう。  

 

○ジグソー班でまとめた「企画」を他のグ

ループと共有しよう。意見交換の際は，

企画のよい点はどこか，もう少し工夫

した方が伝わりやすくなると思う点は

どこかアドバイスし合おう。  

 

 

 

 

○オンライン発表の練

習のため，本番と同じ

環境で（ Zoom），異な

る ク ラ ス の グル ー プ

と ク ロ ス ト ーク を さ

せる。  

６  オンライン発

表会を行う。  

(一 斉 → グ ル ー プ 発 表 ) 

 

７  発表の振り返

りを行う。  

(一斉 ) 

 

８  単元全体の振

り返りを行う。  

(一斉 ) 

35 

 

 

 

５  

 

 

 

10 

○多くの企業・団体が未来に役立つアイ

デアを求めて聞きに来ています。多く

の企業・団体に採用してもらえるよう

な発表を目指しましょう。  

○自分たちの発表と別のグループの発表

を見る・聞くことを通じて学んだこと

を振り返ろう。  

 

○これまでの学習全体を通して，気づい

たこと，学んだことを振り返ろう。  

○司会進行を生徒に任

せ る こ と で 主体 性 の

育ちを狙う。  

 

◎自分の立場や考えを

明確にし，科学的根拠

に 基 づ い て 効果 的 に

発表している。  

（プレゼン資料）  

授業研究の視点  

〇生徒主体による「学び合い」学習は，生徒が「持続可能な社会の実現」の視点に立っ

た探究的な学習を実現させる手立てとして有効であったか。  

〇 PBL×STEAM 教育での教科横断的な探究学習は，実社会・実生活の課題を探究し，自己

の生き方を問い続けるという総合的な学習の時間の目標達成に有効か。  

参考文献  ※１  西川  純  (2019)「個別最適化の教育」学陽書房  

※２  溝上  慎一 (2016)「アクティブラーニングとしての PBL と探究的な学習」東信堂  


